
　市では昨年から、市史の編さんをスタート
しました。市史では、指定・登録文化財だけ
でなく、市民の暮らしに根差した昔の事物や
記録も、大切な市の歴史・文化の一部と考え
ています。市制施行80周年に当たる、4年後
の令和12(2030)年から、デジタルアーカイ
ブサイトでの公開を目指します。

問市史編さん室☎0422-24-6360

三鷹が登場する作品
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中央通りとさくら通りの交差点／昭和33（1958）年

『そばもん ニッポン蕎麦行脚』 ©山本おさむ／小学館

戦前の日本無線㈱のチラシ

地名の由来例えば…
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商店街の歴史例えば…
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地名から見える
「三鷹の歴史」

　私たちのまち「三鷹」は、どのようにして形作
られてきたのでしょうか。その歩みを、私たち
は地名からも知ることもできます。
　例えば、「三鷹」という名前の由来もその一つ
です。ご存じの方も多いと思いますが、江戸時
代に徳川家の「お鷹場 (鷹狩りの場所)」 があっ
たからだといわれています。また、「上連雀」「下
連雀」も歴史を感じさせる地名です。江戸時代
に起きた「明暦の大火」の後、火事のあった神田

連雀町に「火除け地」を作ることになり、そこに
住んでいた人たちが三鷹に移住し、今の地名に
なったそうです。
　市史編さんは、三鷹のまちの歴史について資
料を整理し、さまざまな側面から記述するもの
ですが、この取り組みを通じて、市民の皆さん
が今お住まいの場所の歴史を知り、三鷹のまち
に愛着が湧くようなものにできればと思ってい
ます。三鷹市長 河村 孝

ム
ラ
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長
市 YouTubeで配信中


